
インターネット上の人権侵害
SNSなどでの誹謗中傷や差別的な
動画の公開などが、深刻な人権侵害
となるケースが増えています。

　悪気がなくても、見た目や立場を
決めつける言葉が差別や偏見につな
がることがあります。

言葉による差別・偏見

となるケースが増えています。となるケースが増えています。がることがあります。がることがあります。がることがあります。 となるケースが増えています。となるケースが増えています。
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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

私
た
ち
は
、国
籍
、性
別
、年
齢
、障
が

い
の
有
無
、性
の
あ
り
方
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
違
い
を
持
ち
、共
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
多
様
性
は
社
会
を
豊
か
に

す
る
一
方
で
、無
理
解
や
偏
見
か
ら
差
別

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ふ
と
し

た
言
葉
や
行
動
が
、誰
か
の
心
を
深
く
傷

つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
人
が
人
権
に
つ
い
て「
知
り
」「
考
え
」

「
行
動
す
る
」こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
も「
一
人
一
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
三
木
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
取
組
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、社
会
の

変
化
な
ど
を
ふ
ま
え
て
新
た
に「
三
木
市

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画（
第

4
次
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、い
ま
身
近
で
起
き
て

い
る
人
権
課
題
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

人権啓発・教育
● 市の人権講座や講演会に参加する
● 家族で「人権」について話し合う時
間をつくる
● 子どもに対して、違いや多様性に
ついて正しく伝える
● 地域での住民学習に参加する

多様性の尊重・共生社会

私たちにできることから始めよう！私たちにできることから始めよう！

関係機関との連携

　上記の条例に基づき、市では人権施策を総合的に推進するための「人権尊
重のまちづくり基本計画」を策定しています。
　社会情勢の変化や多様な価値観の広がり、市民意識の変化などをふまえ、7
年に1度の見直しを行っており、このたび「第4次基本計画」を策定しました。
　今回の計画では、行政・学校・市民などが協力して取り組むべき
218の目標や、達成をめざす17の数値目標を設定しています。
こうした目標を実現するためにも、私たち一人一人が人権を意

識し、できることから取り組んでいくことが大切です。

三木市人権尊重のまちづくり基本計画（第4次）を策定三木市人権尊重のまちづくり基本計画（第4次）を策定

災害時の人権配慮人権相談

● 性別や国籍、障がいの有無などに
関係なく、相手を一人の人として
尊重する
● 外国にルーツをもつ方や障がいのあ
る方に、平易な言葉で話しかける

● 自分や周囲で困っている人がい
れば、相談窓口の存在を伝える
(各相談窓口は19ページで紹介
しています)
● 人権侵害を見聞きしたら、見過
ごさずに市役所の窓口などに相
談する
● 「ひとりで抱え込
まなくてもいい」
と、声をかける

● 避難所などで、プライバシーや
生活習慣への配慮を心がける
● 要配慮者（高齢者・外国人・障が
いのある方など）に手を差し伸
べる
● 防災訓練で、多様な立場の人の
意見を取り入れる

● 自治会や学校、企業などで人権
に関する取組を共有する
● 地域の声かけ活動や見守り活動
に参加する
● 一人では難しいことも、地域や
団体と協力して取り組む意識を
持つ

　人権問題というと特別なものや他人事に感じるかもしれませんが、実は私たちの生活の中にも多く
存在しています。ふだん何気なく使っている言葉、インターネット上でのやりとり、地域での関わり
方や災害時の対応など、さまざまな場面に人権の視点が求められています。

多様性への理解不足
　性別・国籍・障がいなどの違い
が十分に理解されず、誤解や孤
立を生むことがあります。

高齢者や子どもの人権
　意見を無視されたり、配慮が行
き届かないことで、権利が守られ
ていない状況があります。

災害時の配慮不足
　避難所などで、障がい者や高齢
者、外国人への対応が不十分な例
が報告されています。

みんなでつくる！
すべての人の人権が尊重されるまち

問 (市)人権推進課 人権施策推進係

　市では、行政や市民の皆さんそれぞれが果たすべき役割を定めた条例を平成13年1月に県内の市
で初めて施行し、市全般にわたって人権を基調としたまちづくりを推進してきました。

これまでの特徴的な取組

● 地域住民が主体となって開催する
住民学習の積極的な推進
● 市のすべての部署と市民が連携し
た人権施策の推進と成果の検証
● インターネット上の差別的な書込
みなどの監視　 など

「三木市人権尊重のまちづくり条例」に基づく24年間の取組

\ 例えばわたしたちの身の回りにはこんな問題が /

▲計画はこちら

8月は人権尊重のまちづくり推進強調月間8月は人権尊重のまちづくり推進強調月間

● 行政行政の役割
　 　市民一人一人の人権が尊重される社会の実現を目指し、効果的
な人権教育と人権啓発の推進を図るとともに、人権尊重に関する
施策を積極的に推進する。

条例の
一部を紹介

●市民市民の役割
　 　相互に基本的人権を尊重するとともに、自らが人権尊重のまち
づくりの担い手であることを認識し、人権意識の向上に努める。

つないできた人権尊重のまちづくりつないできた人権尊重のまちづくり
～これまでのあゆみとこれからの一歩～～これまでのあゆみとこれからの一歩～

生活に潜むさまざまな人権問題生活に潜むさまざまな人権問題

～一人一人ができることから始めよう～
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